
　

市
で
は

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ

く
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数
　

6
人
以
内

●
委
員
の
任
期
　

委
嘱
の
日

2
年
間

●
応
募
資
格
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で

平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
ま
た

男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
に
関
心

が
あ
る
人

た
だ
し

次
に
掲
げ
る

人
は
除
き
ま
す

（
1
）
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員

（
2
）
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員

（
3
）
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

3
つ
以
上
な

て
い
る
人

●
応
募
方
法
　

応
募
は
自
薦
と
し
ま

す

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
小
論
文
を
添
え
て
郵
送
・

持
参
・
電
子
メ

ル
の
い
ず
れ
か
に

よ
り

人
権
尊
重
課
へ
応
募
し
て
く

だ
さ
い

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

で
も
受
付
を
し
ま
す

●
小
論
文
　

「
私
と
男
女
共
同
参
画
」を

テ
マ
に
８
０
０
字
以
内
書
式
は
自
由

●
期
限
　

4
月
6
日
（
火
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
報
酬
　

会
議
出
席
ご
と
に
市
が
規
定

す
る
額
を
支
払
い
ま
す
（
交
通
費

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
選
考
方
法
　

選
考
委
員
会
に
お
い
て

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
（
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

　

市
で
は

平
成
22
年
度
か
ら
の
行
財

政
改
革
の
方
向
を
示
す
「
第
2
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
す

そ
の

計
画
案
に
つ
い
て

ご
意
見
を
広
く
募

集
し
ま
す

●
募
集
期
間
　

3
月
25
日
（
木
）
ま
で

●
意
見
書
の
提
出
方
法
　

様
式
は
自

由

必
須
事
項
と
し
て

提
出
す
る

人
の
住
所

氏
名

電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い

●
計
画
案
の
閲
覧
方
法
　

市
ホ

ム
ペ

ジ
お
よ
び
次
の
場
所
で
閲
覧
可

▽
本
庁
舎
内
　

行
政
改
革
推
進
室

▽
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

　

自
家
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
場
所
・
区
画
数
　

・
下
鳥
羽
農
園
　

3
区
画

●
農
園
面
積
　

1
区
画
約
50
平
方

●
利
用
期
間
　
　

利
用
決
定
の
日

平
成
23
年
3
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
資
格
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
利
用
料
　

1
区
画
年
額
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み
　

3
月
18
日
（
木
）

26

日
（
金
）
の
間
に

住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
後

日
抽
選
と
な
り
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

委
員
の
募
集

人
権
尊
重
課
人
権
尊
重
係

（

･

２
０
０
０ 

･
５
０
０
０
）

第
2
次
行
財
政
改
革
大
綱
案
に

関
す
る
意
見
の
募
集

行
政
改
革
推
進
室

（

･

２
０
０
０ 

･

５
０
０
０
）

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

市
で
は

民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

ご
予
約
の
う

え
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す

●
相
談
日
時
・
場
所
　

4
月
15
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分

3
時
30
分

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

相
談
室

●
申
し
込
み
　

4
月
9
日（
金
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
午
前
8
時

30
分

午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

　

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在

65
歳
未

満
の
公
的
年
金
受
給
者
の
う
ち

給
与

所
得
が
あ
り
市
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
人
の
公
的
年
金
に
か

か
わ
る
市
県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
更

と
な
り
ま
す

平
成
21
年
度
の
公
的
年

金
分
の
市
県
民
税
は
納
付
書
な
ど
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

平
成
22
年

度
か
ら
は

公
的
年
金
分
と
給
与
所
得

分
の
市
県
民
税
を
合
算
し
た
う
え
で

給
与
か
ら
天
引
き
で
納
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す

た
だ
し

平
成
22
年
度
に
限

り

公
的
年
金
分
の
市
県
民
税
を
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が

可
能
で
す

該
当
さ
れ
る
人
に
は
通
知

を
お
届
け
し
ま
す
の
で

詳
し
く
は
通

知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

せ

ら

知

お
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

（

･

０
７
６
０ 

･

０
７
０
３
）

歳
未
満
の
人
の
公
的
年
金
分

市
県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）

豊
科
地
域
市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

　雪降りの朝、凍結したアスファルトの路面で足
を滑らせた。一瞬からだが宙に浮き、お尻からド
シンと落ちた。息が詰まって苦しいのに、目だけ
は素早く周囲を走る。誰かにこの無様な姿を見ら
れたのではないか。漸くのことで立ち上がると、
ズボンがずり落ちた。転んだ勢いでバンドが切れ
たのだ。はさんであった携帯電話が５メートルも
先に転がっていた。
　職場について落ち着くと、尾てい骨のあたりが
ズキズキと痛み始めた。尻をさすりながらふっと
考えた。なぜ、真っ先に周りを気にしたのだろう。
親しい友人が近くにいれば、きっと血相を変えて
とんで来て、｢おい、大丈夫か｣ と、心配してく
れただろう。しかし、知り合いでない人にとって
は、同じ光景が恰好の笑いの種になる。「今朝、
どっかのじいさんが、そこの道で転んでさー、転
んだまま、キョロキョロしているの。その様子の
おかしいことといったら、プッハハ・・」この後
者のような、さげすみの笑い・攻撃の笑いを恐れ
たからに違いない。
　こんなことをぼんやり考えているとき、机に置
かれた携帯電話が目にとまった。さっきの衝撃で
壊れたかもしれないと恐る恐る蓋を開けると、待
ち受け画面に、パッと花の咲いたような孫たちの笑
顔があった。とたんに痛みがスーと消えていった。

笑いあれこれ
堀金公民館
三澤 明石

●平成 21年度までの納付方法

給与分の税額 給与天引きで
納付

公的年金分の
税額

納付書などによ
り自分で納付

●平成 22 年度からの納付方法

給与分の税額

公的年金分の
税額

合算して給与か
らの天引きによ
り納付

➡

➡

➡

人 権 コ ラ ム


